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山
岡
文
次
郎
と
あ
と
を
継
い
だ

立
部
村･

薮
野
家
出
身
の
彦
三

　
天
美
小
学
校
正
門
前
か
ら
阿あ

ま

み

こ

そ

麻
美
許
曽
神

社
方
面
に
向
か
う
道
は
、
古
道
の
下し
も
こ
う
や

高
野

街
道
で
す
。
府
道
大
堀
堺
線
を
越
え
て
北
に

向
か
い
、
道
沿
い
の
民
家
か
ら
西
に
曲
る

と
、
芝し
ば

地
区
の
家
並
み
に
入
る
古
く
か
ら
の

道
が
延
び
て
い
ま
す
。
右
手
に
芝
公
民
館
が

見
え
、
西
接
し
て
真
宗
大
谷
派（
東
本
願
寺
）

の
安あ
ん
ら
く
じ

楽
寺
が
建
っ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー

ク
」
203
）。
現
在
の
天
美
西
二
丁
目
に
あ
た
り

ま
す
。

　
当
地
は
、
江
戸
時
代
前
半
ご
ろ
ま
で
は

丹た
ん
ぼ
く北
郡
砂す
な

村
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

も
な
く
今
の
芝
と
隣
り
あ
う
油ゆ
か
み上
の
二
村
に

分
か
れ
た
よ
う
で
す
。
の
ち
、
芝
村
は
明
治

二
十
二
年（
一
八
八
九
）、
油
上
村
・
城じ
ょ
う
れ
ん
じ

連
寺

村
・
池い
け
う
ち内
村
・
堀ほ
り

村
・
我が
ど
う堂
村
と
合
併
し

て
丹
北
郡
天
美
村
と
な
り
ま
し
た（
明
治

三
十
一
年
に
中
河
内
郡
へ
）。

　
芝
村
は
江
戸
時
代
半
ば
以
降
、
油
上
村

や
我
堂
村
と
共
に
、
狭さ
や
ま山
藩（
大
阪
狭
山

市
）・
北ほ

う
じ
ょ
う条
氏
の
領
地
で
し
た
。
享き
ょ
う
わ和
二
年

（
一
八
〇
二
）
六
月
、
芝
村
が「
狭
山
御
役
所
」

に
提
出
し
た
村む
ら
か
た
め
い
さ
い
ち
ょ
う

方
明
細
帳
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
家
数
は
四
十
二
軒
。

人
口
は
一
八
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
男
九
十
三

人
、
女
八
十
七
人
を
数
え
ま
し
た
。
氏う
じ
が
み神

は
阿
麻
美
許
曽
神
社
で
、「
春か
す
が
み
ょ
う
じ
ん

日
明
神
、
牛ご

づ頭

天て
ん
の
う王
、
恵え

び

す
美
須
」を
祀
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
寺
は
安
楽
寺
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。「
東
本
願
寺
宗
」
と
あ
り
、
我
堂
の
真
宗

大
谷
派
の
善ぜ
ん
し
ょ
う
じ

正
寺
と
深
い
関
係
を
持
ち
な
が

ら
、
芝
村
の
四
十
二
軒
全
て
が
檀だ
ん
か家
で
し
た
。

慈じ
う
ん雲
と
い
う
看か
ん
ぼ
う坊（
住
職
）
が
一
人
、
寺
を

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
安
楽
寺
の
門
前
に
居
を
か
ま
え
て
い
る
の

が
、
江
戸
時
代
後
半
、
芝
村
の
庄し
ょ
う
や屋
を
つ
と
め

て
い
た
山
岡
家
で
し
た
。
現
在
の
山
岡
秀
嘉
さ

ん
宅
で
す
。
明
治
十
年（
一
八
七
七
）か
ら
二
十

年（
一
八
八
七
）
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ

れ
る
母お
も
や屋
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
今
は
瓦か
わ
ら
ぶ葺

き
で
す
が
、
元
は
茅か
や
ぶ葺
き
で
し
た
。
居
室
部
分

は
整
形
四よ

ま間
取
り
で
、
そ
の
裏
奥
に
座
敷
を
設

け
て
い
ま
す
。
外
観
入
口
の
左
右
は
舟
板
を
組

み
合
わ
せ
て
お
り
、
漁
船
の
板
を
使
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
海
に
生
息
す
る
貝か
い
が
ら殻
が
付
着
し
た

白
っ
ぽ
い
痕こ
ん
せ
き跡
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
ま
す
。
荒

波
に
漕こ

ぎ
出
す
強
度
を
持
っ
た
板
壁
な
の
で

す
。
ま
た
、
牛
を
つ
な
い
だ
と
思
わ
れ
る
駒
つ

な
ぎ
の
鉄
輪
も
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
末
期
、
山
岡
家
の
当
主
は
元も
と
へ
い平

で
、
庄
屋
と
し
て
芝
村
の
民
政
を
取
り
仕

切
っ
て
い
ま
し
た
。「
売う
り
も
の物
勘か
ん
じ
ょ
う
ち
ょ
う

定
帳
」「
差さ
し
ひ
き引

勘
定
帳
」「
萬
よ
ろ
ず
お
ぼ
え
ち
ょ
う

覺
帳
」
な
ど
多
く
の
古
文
書

が
残
っ
て
い
ま
す
。
元
平
は
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）、
七
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
文ぶ
ん
せ
い政
十
一
年（
一
八
二
八
）ご
ろ
の
生

ま
れ
と
な
り
ま
す
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
元

平
は
当
主
の
座
を
息
子
の
文ぶ
ん
じ
ろ
う
次
郎
に
譲
っ
た
よ

う
で
す
。
文
次
郎
は
、
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）

に
亡
く
な
り
ま
す
。
死
亡
年
齢
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
山
岡
家
に
残
る
明
治
八
年（
一
八
七
五
）

の
芝
村
麁そ

絵
図
に
芝
村
惣そ
う
だ
い代
と
し
て
名
前
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
惣
代
は
総
代
と
も
書
き
、
い

わ
ば
村
長
の
立
場
に
あ
た
り
ま
す
。
文
次
郎
は

成
人
に
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
幕

末
の
嘉か
え
い永
〜
安あ
ん
せ
い政
年
間
の
一
八
五
〇
年
代
前
後

の
生
ま
れ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
芝
村
麁

絵
図
が
描
か
れ
た
明
治
八
年
、
芝
村
は
河
内
国

第
一
大
区
一
小
区
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
芝

村
の
宅
地
や
田
畑
、
道
路
な
ど
が
色
分
け
さ
れ
、

江
戸
時
代
後
半
ご
ろ
の
家
数
四
十
二
軒
が
安
楽

寺
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
文
次
郎
が
寺
に
寄
進
し
た
本
堂
か
ら
の

雨
水
を
う
け
る
天て
ん
す
い水
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
文
次
郎
に
は
子
供
が
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
立た
つ
べ部
村
の
薮や
ぶ
の野
家（
現
立
部
一

丁
目
）
か
ら
又ま
た
じ
ろ
う
次
郎
の
次
男
・
彦ひ
こ
ぞ
う三
を
養
子
に

迎
え
、
家
を
継
が
せ
ま
し
た
。
彦
三
は
明
治

七
年（
一
八
七
四
）
の
生
ま
れ
で
、
昭
和
十
七

年（
一
九
四
二
）
に
六
十
九
歳
で
亡
く
な
り
ま

す
が
、
二
十
一
歳
に
な
っ
た
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）、
山
岡
家
に
入
っ
た
の
で
す
。
薮

野
家
は
立
部
村
の
庄
屋
の
家
柄
で
、
真
宗
大
谷

派
の
栄え
い
き
ゅ
う
じ

久
寺（
立
部
一
丁
目
、「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」

50
）の
北
側
に
居
宅
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　
大
正
元
年（
一
九
一
二
）二
月
、
文
次
郎
は
妻

モ
ト
と
共
に
、
彦
三
の
実
家
で
あ
る
薮
野
家
の

檀
那
寺
で
あ
る
栄
久
寺
本
堂
前
に
一
対
の
天
水

を
寄
進
し
ま
し
た
。
花
崗
岩
製
で
、
向
か
っ
て

右
側
に「
施
主 

天
美
村
大お
お
あ
ざ字
芝 

山
岡
文
治マ
マ

郎 

大
正
元
年
二
月 

現
住
職
薮
野
義ぎ
た
い諦
」、
左
側
に

「
施
主 

文
治マ
マ
郎
妻 

山
岡
モ
ト
」と
あ
り
ま
す
。

　
文
次
郎
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
、

山
岡
家
を
継
ぎ
、
当
主
と
な
っ
た
彦
三
の
薮
野

家
や
栄
久
寺
に
深
く
機
縁
を
持
っ
た
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
の
で
す
。

芝村と山岡家のあゆみ
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲栄久寺本堂前の天水（立部1丁目）
山岡文治郎（上）と妻モト（下）の名が
見える。

vol.268

▲明治8年の芝村麁絵図と山岡文次郎らの署名
（山岡家蔵）

▲山岡家住宅と貝殻跡の付いた舟板塀
（天美西2丁目）
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